
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
ス
ク
ー
ル

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
ス
ク
ー
ル

話そう、知ろう

11月 日9 〈日〉
14:00-15:20
15:30-17:00

第1部
第2部

会場 金沢アートグミ
金沢市青草町 88 番地北國銀行武蔵ヶ辻支店３階

【主催・問い合わせ先】
アーツカウンシル金沢（(公財)金沢芸術創造財団）
金沢市柿木畠 1 番 1 号　TEL: 076-223-9898

定員40名 参加無料 要申込

2025年

アーティスト・イン・スクール（AIS）とは、アーティストが学校に滞在し
ながら創作活動を行うことで、新たな経験を得ると同時に周囲との
交流も生み出す事業です。今回、「HIROGERU SHIYA」シリーズ第２
弾として、市内で実施したAISに参加したアーティスト、学校関係者
に加え、札幌よりAISの先駆者を招いてのトークイベントを開催します。

参加申込
フォーム
＞＞＞＞

(開場30分前)



話そう、知ろう アーティスト・イン・スクール

金沢芸術創造財団では「アーツカウンシル金沢」事業の一環として

近年、アーティストを保育園・小・中学校などに派遣して実演を行

うアウトリーチ活動「お届けアーツプログラム」を重ねてきました。

さらに今年度は新たなパイロット事業として、アーティストが一定

期間学校内に滞在し、作品制作を通して交流を生み出すレジデンス

型の「アーティスト・イン・スクール」（AIS）をスタートしています。

今回のトークイベントでは、札幌市を拠点に「アーティスト・イン・

スクール」を早くから開発・実施されてきた一般社団法人 AIS プラ

ンニングの小林亮太郎氏をゲストにお招きし、金沢でスタートした

AIS についてフィードバックを行うとともに、北海道における多く

の先駆的な事例について学びながら、この事業がもたらす効果や可

能性・将来像について考えます。学校版アーティスト・イン・レジ

デンスとも言える本活動に興味のある皆様、アーティスト、教育関

係者・福祉関係者の皆様の参加をお待ちしています。

第1部

第2部

14:00-15:20

15:30-17:00

模擬授業：ジドレ氏・松永みなみ氏による演奏
お届けアーツからアーティスト・イン・スクールへ
湯涌小に行ってみた：桜井旭氏によるAISフィードバック

小林亮太郎氏による札幌での AIS 事例・実績紹介
対談：アーティスト・イン・スクールの可能性とその未来
質疑応答

主な登壇者

アーティスト支援プログラム「広げる視野」 ②

ジドレ（Vn.)・松永 みなみ（Pf.） 桜井 旭（画家）
お届けアーツプログラム事業の一環で数々の小学校
で演奏活動を行うほか、今年 6 月にはいしかわ
特別支援学校にてコンサートを開催。

今年10月、金沢市立湯涌小学校
にて約10日間のアーティスト・
イン・スクールを経験。

小林 亮太郎

さっぽろ天神山アートス
タジオ勤務。地域交流
分野を担当しアーティスト・
イン・スクール事業では
コーディネーターを務める。
ロシア留学後、日本語教師
として中央アジア、ロシア
で働いた後、一般社団法人
AISプランニングに入社。
日本酒とサッカーが好き。

「視野を広げる」をテーマに、アーティストやクリエイターがそれまでの自分にない
視点や世界に気づく、また、ジャンルを飛び越えてクリエイションの可能性を広
げ・高めていくための試みとして、トークイベントやセミナーなどを実施する学び
のプラットフォームです。

文化芸術の担い手や支え手を支援し、誰もが文化芸
術に親しみやすい環境を整えるための中間支援事業
として、公益財団法人金沢芸術創造財団が運営する
ものです。アーティストにとって「活動し甲斐のあるま
ち」ってどんなまち？・・・がテーマです。

アーツカウンシル金沢とは

website

【主催・問い合わせ先】
アーツカウンシル金沢（(公財)金沢芸術創造財団）
金沢市柿木畠 1番 1号　
TEL: 076-223-9898

【会場】
NPO法人金沢アートグミ
金沢市青草町 88 番地北國銀行武蔵ヶ辻支店３階
TEL: 076-225-7780

参加申込フォーム
>>>>>>>>>>>
https://forms.gle/
dbivn3KPt1DHMoVx8

2008 年札幌市立新光小
学校でのAIS事業では、
当時の校長の発案で校
庭での花火大会が実現。
アーティストは河田雅文。
地域の花火師と協働し、
大会は現在も継続。

札幌 A I S 事例▶

一般社団法人AISプランニング

14:00-17:00 金沢アートグミ（開場30分前）11月9日〈日〉 定員40名・参加無料・要申込2025年 会場：

【後援】北國新聞社


